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令和２・３年度　各委員会委員決定

　令和 2・3 年度、各委員会の委員が決定いたしましたのでご報告いたします。

（敬称略）

委員会名 担当事項 担当役員・委員

正副理事長会

１．京友禅製品の新製品開発に関する事業の実

施に関すること。

２．各種補助金情報の活用に関すること。

３．組合ホームページの整備・充実に関するこ

と

委員長 山田理事長

副委員長 森田副理事長

 薗部副理事長

 鷲見副理事長

 吉江副理事長

資産管理委員会

１．組合資産の適切な管理・運営・活用に関する

こと。

委員長 鷲見副理事長

副委員長 吉村理事

委　員 栗田照慶・米村慎太郎

競技大会運営委員会

１．組合員事業所の京友禅製品を展示・紹介す

る京友禅競技大会開催に関すること。

２．京友禅競技大会関連事業に関すること

委員長 吉江副理事長

副委員長 三好理事・岩田理事

委　員 池田章三・大嶋宗之

 松本秀樹・安藤充泰

 関谷幸英・田中靖人

組合員事業委員会

１．組合員に対する各種情報提供に関すること。

2 福利厚生・労務相談・親睦・共済等の事業

実施に関すること。

3 ものづくり、流通、意匠等に役立つ研修会・

見学会の開催に関すること　

委員長 森田副理事長

副委員長 小糸理事

委　員 橋本孝司

振興事業委員会

１．組合員事業所の製品受注に結びつく事業の

実施に関すること。　

委員長 薗部副理事長

副委員長 岡山理事・日根野理事

委　員 安藤充泰・池田泰久
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職　員　名 担　　当　　分　　掌

常務理事

（事務局長）

松本　賢治

・組合組織及び定款・規則改正に関すること

・総会及び理事会、各種委員会、監事会の調整及び総括に関すること

・組合の財務・会計・出納及び監査の総括に関すること

・事務局人事及び給与に関すること

・年度事業の総括に関すること

・組合資産に係る重要事業及び施設維持管理の総括に関すること

・官公庁及び関係機関・団体との重要渉外に関すること

・その他緊急事態対応に関すること

事業・総務担当嘱託

冨士原　洋之

・京友禅競技大会の総括（企画・準備・運営）に関すること

・各種顕彰・表彰に関すること

・伝統証紙・京友禅証紙に関すること

・組合機関紙等、組合員への情報提供事業に関すること

・伝統工芸士会等の各種部会活動に関すること

・関係機関・団体との連携・協力事業に関すること

・その他総務に関すること

出納・経理担当嘱託

濵﨑　郁子

・組合財務・会計の経理・出納に関すること

・組合監事監査の企画・資料作成に関すること

・総会決算・予算に関すること

・事務局職員の給与・賞与に関すること

・組合税務に関すること

・京友禅競技大会の準備・運営に関すること

事業・総務担当係長

鹿野　光生

・総会及び理事会、各種委員会の調整、議案資料に関すること

・振興事業にかかる各種補助金等に関すること

・組合建物、設備の修理、保全に関すること

・京都友禅青年会議所に関すること 

・組合ホームページの更新等に関すること

・京友禅競技大会の準備、運営に関すること

経理・賃貸担当主任

櫻井　篤子

・組合資産に係る賃貸業務に関すること

・組合建物、設備の修理、保全に関すること

・関係機関・団体との連携・協力・調整に関すること

・賦課金、研究会経費等の出納・経理・請求に関すること

・事務局職員の年末調整・社会保険の業務に関すること 

・総会決算・予算に関すること

・京友禅競技大会の準備・運営に関すること



～～ 各　種　催　し～～ もよおし

新型コロナウイルス感染症の感染予防、拡散防止の為、会期変更して開催されます。

【京都国立博物館】

西国三十三所　草創 1300 年記念特別展　　－聖地をたずねて―西国三十三所の信仰と至宝－

会期　会期中～ 9 月 13 日（日）

内容　西国三十三所は、大和国長谷寺の開基・徳道上人が閻魔大王からのお告げを受け、起請文と 33

の宝印を授かったことにはじまるといいます。徳道上人が極楽往生の通行証となる宝印を配った

場所が観音霊場を巡る信仰となり、日本最古の巡礼路となりました。西国三十三所草創から 1300

年。これを機に、ゆかりの深い京都の地で特別展が開催されます。今もなお、老若男女、国籍を

問わず、人々をひきつける巡礼の魅力と、観音信仰とともに守り伝えられてきた至宝の数々をご

堪能下さい。

京都国立近代美術館は現在、事前予約制・定員制で開館されています。

【京都国立近代美術館】

京都国立近代美術館所蔵作品にみる　　－京（みやこ）のくらし―二十四節気を愉しむ

会期　会期中～ 9 月 22 日（火・祝）

内容　日本では、くらしを彩る芸術の中に巧みに自然を取り入れてきました。特に京都は、くらしと

自然、芸術が密接な関係を築いてきた街として、今も人々を魅了しています。季節の移ろいを把

握する目安として、日本では二十四節気という季節の区分が用いられてきました。本展では、こ

の二十四節気に沿って、京都のくらしに息づく自然現象や草花、生物、祭や行事等を、当館コレ

クションから精選されて美術・工芸作品などが紹介されます。

新型コロナウイルス感染防止の為、開館の延期により未公開になっていた「最初の一歩：コレクションの

原点」の再展示がされます。なお、京都市京セラ美術館は現在、事前予約制・定員制で開館されています。

【京都市京セラ美術館】

開館記念展「京都の美術 250 年の夢」　　最初の一歩：コレクションの原点

会期会期中～ 9 月 6 日（日）

【京都文化博物館】

木島櫻谷と京都画壇　　―京都三条・大橋家コレクション－

会期　会期中～ 9 月 22 日（火・祝）

内容　大橋家とは残された家系図によると、1758 年に亡くなった大橋重右衛門を初代とする江戸時代中

期から続く旧家である。その五代目弥兵衛（糸屋）の息子・松之助分家として初代大橋重助を名乗り、

三条御倉町に家を構える。五代続いたこの家は西村總左衛門家が営む染織業 ( 現・千總 ) と深くか

かわりながら平成まで続いた。しかし、2014 年には後継者が不在となり、2016 年にその所蔵資料

の寄贈を受けた。今回の展示ではその中から大橋家４代の大橋松次郎と深い交流のあった木島櫻谷・

谷口香嶠・猪飼嘯谷ら京都画壇の作品を中心に展示されます。

池大雅　―文人たちの交流－

会期　会期中～ 9 月 22 日（火・祝）

内容　池大雅は 1723 年京都に生まれ、幼い頃から書をよくし、文人画といわれる分野で活躍しました。

中国に端を発する「文人」たちは、幅広い教養と知識をもって国のあるべき姿を問うた人々です。

彼らは互いに漢詩を送りあったり、共に書画を作りあげたりしながら、理想の国家、理想の生き

方を論じました。大雅が生きた時代、日本でもまた地位や立場を問わず、文人たちは諸国を行き

来して知見を深めていました。大雅も中国の文人画に学びながら、同時代を生きる知識人たちと

交わりました。本展覧会では、池大雅美術館から京都府に寄贈されたコレクションを中心に、大

雅をめぐる文人たちの交流が紹介されます。



～～ 組 合 の う ご き ～～

令和 2 年 6 月 26 日～令和 2 年 8 月 25 日

対内関係

  7 月 8 日 正副理事長会・理事会

   21 日 競技大会運営委員会

   22 日 振興事業委員会

  8 月 3 日 監事監査

   5 日 正副理事長会・理事会

対外関係（山田理事長　出席）

  7 月 20 日 京友禅連　正副理事長会・役員会
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おしらせ

対外関係（池田名誉相談役　出席）

  7 月 28 日 商工会議所　常議員会・通常議員総会

  8 月 24 日 商工会議所　工芸産業振興特別委員会

   　　 　　　　 正副委員長会議

【組合員向け】非接触型体温計

組合で、非接触型体温計を２台購入しました。

3 月の京友禅競技大会での使用を予定しておりますが、組合員の

皆さんで、催事等で必要な場合は貸出しも可能ですので、組合事

務所までご連絡下さい。

＝ 組  合  員  動  向 ＝

 [ 新規加入 ]　　研染会　　　林染工　　代表者　林　　博章　様

京都産の証し　京 友 禅 証 紙 

京友禅証紙は、京友禅に関わる商工業団体が一丸となって設立された「京

友禅振興協議会」が発行するもので、京都で染められた商品にのみ貼付でき

る“京都産の証し”です。

組合員の皆様には、条件に合致した商品にはぜひ貼付していただき、証紙

の普及と京都産地の振興・発展にご協力いただきますようお願いします。

（京友禅証紙は、本部事務局で取り扱っております。）


